
令
和
３
年
12
月
の
役
員
会

で
、
コ
ロ
ナ
感
染
下
の
翌
年

創
設
40
周
年
記
念
行
事
を
行

う
か
見
送
る
か
を
議
論
、
中

止
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
準
備

を
す
る
事
に
決
定
し
た
。

令
和
４
年
４
月
20
日
執
行

部
会
議
に
て
、
総
会
は
対
面

で
行
う
が
懇
親
会
は
中
止
、

併
せ
て
40
周
年
記
念
行
事
の

準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
と
各
担
当
者

を
決
定
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
・
田
中
副
会
長

取
り
ま
と
め
・
雷
事
務
局
長
、

米
満
事
務
局
次
長

感
謝
状
・
福
田
総
務
部
長

記
念
植
樹
・
渥
美
広
報
部
長

祝
賀
会
・
畑
田
副
会
長

▲
第
１
回
会
議
５
月
18
日

30
周
年
を
参
考
に
記
念
植

樹
、
感
謝
状
贈
呈
式
、
祝

賀
会
を
実
施
行
事
と
し
、
会

議
を
毎
月
１
回
開
催
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
松
倉
理

事
、
佐
藤
理
事
、
新
保
理

事
、
島
本
理
事
も
参
加
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
佐

藤
会
長
、
森
田
副
会
長
の
出

席
を
申
し
合
せ
た
。

▲
第
２
回
会
議
６
月
15
日

松
倉
理
事
担
当
で
、
記
念

式
典
の
式
次
と
会
の
歴
史
の

し
お
り
を
作
成
し
、
渥
美
部

長
が
制
作
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
納
め
、
全
会
員
に
配

布
す
る
事
業
を
追
加
し
た
。

行
事
の
実
施
時
期
を
決
定

す
る
た
め
、
基
地
に
記
念
行

事
説
明
に
伺
う
こ
と
、
千
鷲

会
だ
よ
り
に
40
周
年
に
ち
な

む
投
稿
を
複
数
会
員
に
依
頼

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

▲
第
３
回
会
議
７
月
20
日

千
鷲
会
の
活
動
を
紹
介
す

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
作
成
状
況
を
作
成
担
当

の
新
保
理
事
が
説
明
、
紹
介

す
る
写
真
の
提
供
を
関
係
者

に
依
頼
し
た
。

記
念
植
樹
を
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
に
決
定
、
植
樹
を
委
託

す
る
業
者
の
選
定
と
調
整
を

松
倉
理
事
に
依
頼
し
た
。

▲
第
４
回
会
議
８
月
10
日

記
念
植
樹
式
は
10
月
６
日

基
地
内
航
空
機
展
示
広
場
横

記
念
式
典
は
11
月
26
日
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
決
定
し
た
。

▲
第
５
回
会
議
９
月
21
日

植
樹
式
会
場
の
現
地
確
認

結
果
を
元
に
実
施
要
領
の
審

議
、
メ
ン
バ
ー
相
互
の
意

思
疎
通
た
め
ラ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
を
構
成
、
し
お
り
と
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
の
写
真
の
収

集
を
促
進
、
基
地
新
聞
か
ら

の
転
写
も
考
慮
に
入
れ
る
。

【
記
念
植
樹
式
】

基
地
内
行
事
で
基
地
主
要

幹
部
に
参
列
を
依
頼
、
基
地

と
緊
密
な
調
整
の
た
め
基
地

広
報
室
を
窓
口
と
し
、
米
満

次
長
が
何
度
も
基
地
を
訪
問
、

広
報
室
に
は
記
念
植
樹
支
援

の
ほ
か
、
記
念
式
典
と
祝
賀

会
の
基
地
へ
の
案
内
窓
口
を

担
っ
て
頂
い
た
。

▲
10
月
６
日
記
念
植
樹
式
実

施
、
基
地
司
令
以
下
主
要
幹

部
と
２
空
団
准
曹
士
先
任
、

千
鷲
会
会
長
、
朝
倉
相
談
役
、

役
員
、
地
区
幹
事
他
が
参
加
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
植
栽

を
お
願
い
し
た
栄
光
造
園
さ

ん
の
万
全
の
準
備
と
的
確
な

式
の
建
付
け
に
加
え
、
松
倉

理
事
に
よ
る
絶
妙
な
司
会
進

行
よ
り
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

ま
た
、
植
樹
の
由
来
が
分

か
る
よ
う
に
「
千
歳
基
地
Ｏ

Ｂ
会
千
鷲
会
創
設
記
念
植
樹
」

と
記
し
た
銘
板
を
設
置
、
松

倉
理
事
は
制
作
に
も
尽
力
。

▲
第
６
回
会
議
10
月
19
日

祝
賀
会
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
と
決
定
、
記
念
式
典
と
祝

賀
会
の
実
施
要
領
と
役
割
分

担
を
決
定
し
会
員
に
協
力
を

依
頼
し
た
。

11
月
６
日
、
道
内
の
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ

り
会
員
の
参
加
が
低
調
で
あ

る
も
の
の
、
記
念
式
典
は
予

定
ど
お
り
実
施
す
る
と
の
会

長
決
心
。

▲
第
７
回
会
議
11
月
16
日

役
員
会
と
同
時
に
開
催

役
員
に
対
し
て
準
備
状
況
等

を
報
告

式
典
実
施
要
領
・

細
部
実
施
要
領
の
修
正
、
こ

の
修
正
は
、
当
日
ま
で
数
回

に
わ
た
り
行
っ
た
。

11
月
21
日
し
お
り
完
成
、

申
し
分
の
な
い
出
来
栄
え
、

松
倉
理
事
抜
き
で
は
実
現
困

難
で
あ
っ
た
の
が
実
状
。

式
典
会
場
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
と
の
調

整
は
畑
田
副
会
長
が
担
当
、

参
加
人
数
の
変
更
等
に
加
え

コ
ロ
ナ
感
染
渦
中
も
あ
り
、

感
染
予
防
に
配
慮
し
た
配
席

や
配
食
等
が
従
来
と
は
異
な

り
調
整
に
苦
慮
し
た
。

11
月
22
日
に
は
、
持
ち
込

む
Ｐ
Ｃ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
ホ
テ
ル

の
機
器
と
の
相
性
を
確
認
、

式
典
当
日
の
11
月
26
日
午
後

４
時
関
係
者
が
集
合
し
、
最

終
打
ち
合
わ
せ
。

感
謝
状
贈
呈
の
リ
ハ
ー
サ

ル
で
は
、
会
長
以
下
の
関
係

者
が
立
ち
位
置
や
事
務
局
長

が
読
み
上
げ
る
授
与
対
象
者

の
紹
介
や
本
文
読
み
上
げ
と

授
与
タ
イ
ミ
ン
グ
を
確
認
。

前
日
判
明
し
た
授
与
団
体

の
名
称
ミ
ス
の
対
応
も
福
田

部
長
と
島
本
理
事
の
機
転
と

連
携
・
修
正
の
手
際
の
良
さ

で
開
会
ま
で
に
完
了
し
た
。

午
後
５
時
過
ぎ
か
ら
参
会

者
86
名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
来
場
、

受
付
業
務
を
会
員
と
広
報
室

員
４
名
が
支
援
、
会
員
や
現

役
の
隊
員
が
参
集
す
る
の
で

万
全
の
感
染
対
策
、
最
高
齢

は
昭
和
９
年
生
ま
れ
の
吉
岡

会
員
。

黙
食
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

等
の
余
興
な
し
で
盛
り
上
が

り
を
欠
く
の
で
は
と
危
惧
し

て
い
た
が
、
配
食
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
良
さ
、
新
保
理
事
作

成
の
千
鷲
会
あ
ゆ
み
の
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
、
米
満
次
長

の
植
樹
式
紹
介
が
奏
功
し
て

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
終
了

し
た
。

最
後
に
、
共
に
苦
労
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

の
打
上
げ
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
が
心
残
り
で
あ
っ
た
。

千 鷲 会 だ よ り （３６号） （２） ２０２３年(令和５年)１月１５日

物
故
会
員

10
月

粟
崎

光
孝

(

栄
町)

10
月

伊
藤

雅
章

(

富
丘)

11
月

工
藤

恒
男

(

梅
が
丘)

12
月

鈴
木

雄
二

(

桂
木)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

千
鷲
会
の
会
員
数

（
１
月
15
日
現
在
）

正

会

員

４
５
８
名

賛
助
会
員

団
体

16
社

個
人

15
名

各

紹

介

新
入
会

12
月

野
田

章
悟(

北
２
作)

千
鷲
会
創
設
40
周
年
記
念
行
事

千
鷲
会
副
会
長

田
中

博
美

千感謝状を贈呈された会員

準
備
か
ら
実
施
ま
で
の
振

り
返
り
が
次
の
50
周
年
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

植樹する千鷲会会長と基地司令銘版を囲んで 参加者で記念写真

挨拶する千鷲会会長祝賀会

森田副会長の三本締めで閉会


